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評価項目

　これまで利用されなかった醗酵食品残渣（ブドウ搾り滓，米糠および醤油
粕）が、ポリ乳酸の原料となる乳酸を生成する培地成分としての活用ができる
こと、新たな乳酸生成方法を解明したこと、またその際にかかる環境負荷まで
明らかにしたことは、研究の目的が達成されたものと判断される。学問的にも
意義が高い成果が得られており、また醗酵食品残渣物を再利用する道を拓いた
点からも高く評価できる。
　しかし、本研究にともなう環境負荷の評価では、化学合成により製造された
乳酸やポリ乳酸製品との比較を実施してほしかった。また、研究成果の判断と
しては、実用化のメリットを明らかにすることが必要であり、醗酵食品残渣の
培地によるポリ乳酸製造とトウモロコシなどによるポリ乳酸製造のコスト比較
も望まれる。
　本研究を実用化する場合、ブドウの絞り滓など醗酵食品残渣物の回収方法や
醤油粕の絶対量不足がネックとなるが、今後も継続して研究を行い、事業化に
結びつけるように努力してほしい。
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